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中外製薬とアレクシオンファーマ、 

「NMOSDの日」である10月24日にNMOSD啓発イベントを開催 
 
 

中外製薬株式会社（本社：東京、代表取締役社長 CEO：奥田修、以下「中外製薬」）とアレクシオンファ

ーマ合同会社（本社：東京都渋谷区、社長：笠茂 公弘、以下「アレクシオンファーマ」）は、国の指定

難病の1つであるNMOSD（Neuromyelitis Optica Spectrum Disorders、視神経脊髄炎スペクトラム障害：以下

NMOSD）1の患者さんやご家族、一般の方々を対象に、「NMOSDの日」である10月24日に、この病気に関す

る理解を深め、多くの方に関心を持っていただくことを目的に、NMOSD啓発イベントを共同で開催します。 
 

「NMOSDの日」は、昨年、ソプラノ歌手でありNMOSD患者でもある坂井田真実子

氏の発案で、NMOSDの情報提供を行っている特定非営利活動法人 MSキャビン（以

下「MSキャビン」）および日本における多発性硬化症や視神経脊髄炎の診療向上

や生活の質の向上を目指して活動している団体である特定非営利活動法人 日本多

発性硬化症ネットワーク）により制定されました。病気に関する理解を広め、多

くの方に関心を持っていただくことを目的とし、NMOSDの疾患概念を提唱したフ

ランスのデビック医師の誕生日である10月24日を「NMOSDの日」として定めたも

のです。中外製薬とアレクシオンファーマは、その趣旨に賛同し、本年の

「NMOSDの日」にNMOSD啓発イベントを共同で企画・実施することとなりまし

た。 
 

NMOSDは、日本には約4,300人2の患者さんがいると推定されており、国の指定難病の1つです。この病気は

自己免疫疾患の1つと考えられ、患者さんの9割は女性で、中枢神経（脳、脊髄、視神経）に炎症を繰り返す

ことが特徴です。車いすや杖が必要な歩行障害を伴う方や、視神経炎による視力障害の生じる方、しびれや

痛みが起こる方など、その症状は多様で、患者さん一人ひとり異なります。 
 

中外製薬およびアレクシオンファーマは、疾患に関する情報発信を含む様々な取り組みを通じて、NMOSD

の患者さんやご家族がより良い生活を送ることができるよう、そして多くの方に NMOSD に関する理解を

深めていただけるよう引き続き努めてまいります。 
 

以上 
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記 

 
【NMOSD啓発イベントの詳細】 
 

配信日時 10 月 24 日（日）11:00 － 11:50 

開催形式 オンライン（ウェビナー） 

主催 中外製薬・アレクシオンファーマ 

協力 特定非営利活動法人 MS キャビン 

プログラム 1. オープニング 

特定非営利活動法人 MS キャビン理事長 中田 郷子 氏 
 

2.特別講演『NMOSD ってどんな病気？』 

東京女子医科大学八千代医療センター 

脳神経内科  准教授・診療科長 大橋 高志 先生  

 

3.トーク＆コンサート 

ソプラノ歌手・NMOSD 患者さん 坂井田 真実子 氏 

  （https://sakaidamamiko.com/profile/） 
 

 

※NMOSD 啓発イベントは、無料でご視聴いただけますが、https://nmosd-day.jp/flyer から 10 月 24 日の 11

時までに事前登録が必要です。また、配信後は、後日、MS キャビンの公式 Youtube チャネル
（https://www.youtube.com/c/mscabin）、中外製薬のサイト NMOSD オンライン（https://nmosd-

online.jp/）、アレクシオンファーマ提供 NMOSD サイト（https://raresnet.com/ad/nmosd-top/）から視聴可
能です。 
 
 

【関係者のコメント】 
 

ソプラノ歌手・NMOSD 患者さん 坂井田 真実子 氏のコメント： 

「私は、プロのソプラノ歌手として活動していた 2016 年に NMOSD を発症しました。一時は下半身不随と

なり、現在も様々な症状や後遺症はあるものの、またステージに立って歌うことが出来ています。私を支

えてくれた『歌』の力を通じて、同じように NMOSD と共に生きる皆さんやご家族の方に少しでも希望を

お届けできれば嬉しいです」 

東京女子医科大学八千代医療センター 脳神経内科  准教授・診療科長 大橋 高志 先生のコメント： 

「近年は NMOSD の病態の解明が進み、複数の治療薬が登場しました。よい状態を保つためには、早期に診

断して適切な治療を続けることが重要です。NMOSD について正しく理解していただくため、わかりやすく

解説します」 

特定非営利活動法人 MS キャビン 理事長 中田 郷子 氏のコメント： 

「今年も NMOSD の日にこのようなイベントが開催されることを嬉しく思います。この病気は、周りからは

分からないような症状も多く、社会的にまだまだ理解されていません。こうした取り組みなどを通じて、

今後も社会的な理解が少しでも進むことを期待しています」 
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NMOSDについて 

NMOSDは中枢神経（脳、脊髄、視神経）の疾患で、血液中の抗アクアポリン4抗体という自己抗体 が、

中枢神経内の「アストロサイト」という細胞を攻撃することが主な原因です5,6。症状の種類や程度は人

によって異なりますが、目や手足に現れることが多く、眼の症状としては、視野が欠ける、視力が 低下

するなど、手足の症状としては、しびれや痛み、脱力などが挙げられます。止まらないしゃっくりや吐

き気、ふらつき、排せつ障害などもよくみられます。1回の発作で失明してしまうことや、車椅子が必要

になってしまうこともあるため、発症後はできるだけ早く治療を行うことが重要です。また、未治療の

ままでいると高い確率で再発するため、適切な再発予防治療を継続する必要があります。NMOSD の患者

さんは女性の割合が約90%と非常に高く、30代後半から40代に発症することが多い3,4と言われています

が、小児や高齢者にも起こります。国内の患者数は4,290人、有病率は10万人あたり3.42人と推計され2、

国の指定難病に定められています。 
 

中外製薬株式会社について 

中外製薬は、医療用医薬品に特化し東京に本社を置く、バイオ医薬品をリードする研究開発型の東京証

券市場一部上場の製薬企業です。ロシュ・グループの重要メンバーとして、国内外で積極的な医療用医

薬品の研究開発活動を展開し、アンメット・メディカルニーズを満たす革新的な医薬品の創製に取り組

んでいます。 

 

アレクシオンファーマ合同会社について 

アレクシオンファーマ合同会社は、2021年のアストラゼネカとアレクシオン・ファーマシューティカル

ズとの統合により生まれた、アストラゼネカグループの希少疾患部門アレクシオン・アストラゼネカ・

レアディジーズ（本部：米国マサチューセッツ州ボストン）の日本法人です。アレクシオンは、約30年

にわたり希少疾患のリーダーとして、患者さんの生活を一変させるような治療薬を発見、開発、販売す

ることで、希少疾患ならびに深刻な症状の患者さんとご家族への貢献に注力しています。アレクシオン

は、補体カスケードの新規分子と標的を対象に研究を行っており、血液、腎臓、神経、代謝性疾患、心

臓、眼科、および急性期の治療薬を開発し、世界50か国以上で患者さんに提供しています。 
 

本資料およびアレクシオンファーマ合同会社に関する詳細については、www.alexionpharma.jpをご覧く

ださい。 
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≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

中外製薬株式会社 広報 IR 部 

メディアリレーションズグループ 

TEL: 03-3273-0881 

Mail: pr@chugai-pharm.co.jp 

アレクシオンファーマ合同会社 広報代理 

ボックスグローバル・ジャパン株式会社  杉山  

TEL: 03-6204-4320 

Mail: rie.sugiyama@voxglobalasia.com 

 

http://www.alexionpharma.jp/

